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地
下
水
を
つ
く
る

　

熊
本
市
、
菊
陽
町
、
大
津
町
と
水
循
環

型
営
農
推
進
協
議
会
が
１
月
27
日
、
白
川

中
流
域
で
の
水
田
湛
水
事
業
推
進
の
協
定

を
熊
本
県
庁
で
結
び
ま
し
た
。
蒲
島
知
事

立
ち
会
い
の
も
と
、
幸
山
熊
本
市
長
、
家

入
大
津
町
長
、
後
藤
菊
陽
町
長（
水
循
環

型
営
農
推
進
協
議
会
会
長
）、
井
手
菊
陽

町
副
町
長
が
協
定
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

　

減
反
な
ど
で
畑
に
転
用
さ
れ
て
い
る
白

川
中
流
域
の
水
田
を
持
つ
農
家
が
野
菜
の

作
付
け
前
後
の
１
〜
３
カ
月
間
、
水
を
張

る
こ
と
で
、
地
下
水
の
か
ん
養
量
を
増
や

し
ま
す
。
水
田
湛
水
事
業
は
平
成
16
年
か

ら
10
年
間
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
、

そ
の
効
果
が
明
ら
か
に
表
れ
た
こ
と
か
ら
、

平
成
26
年
４
月
か
ら
平
成
36
年
３
月
ま
で

の
10
年
間
に
つ
い
て
新
た
な
協
定
を
結
び

ま
し
た
。

　

調
印
式
で
後
藤
町
長
は
「
こ
の
事
業
も

10
年
が
経
ち
、
当
初
に
比
べ
る
と
協
力
し

て
く
れ
る
企
業
も
増
え
、
今
年
度
は
農
家

も
約
２
倍
に
増
え
た
。
今
後
も
連
携
し
て

地
下
水
か
ん
養
と
水
質
保
全
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

幸
山
市
長
は
「
地
域
を
越
え
る
こ
の
事

業
は
、
約
４
５
０
の
農
家
の
協
力
で
年
間

１
，
５
０
０
万
ト
ン
の
地
下
水
を
か
ん
養

し
て
い
る
。
今
後
も
量
と
質
の
両
面
で
対

策
を
強
化
し
、
地
下
水
を
確
実
に
次
の
世

代
に
引
き
継
い
で
い
き
た
い
」
と
力
強
く

述
べ
ま
し
た
。

減
農
薬
・
減
化
学
肥
料
の
農
産
物

　

白
川
の
河
川
水
は
ミ
ネ
ラ
ル
に
富
ん
で

い
て
、
転
作
田
で
は
水
張
り
の
度
に
土
壌

中
の
ミ
ネ
ラ
ル
が
増
え
て
い
き
ま
す
。
地

力
の
増
進
や
線
虫
の
駆
除
効
果
、
連
作
障

害
の
抑
制
も
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
減

農
薬
・
減
化
学
肥
料
の
農
産
物
を
作
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
営
農
の
一
つ
と
し

て
行
わ
れ
る
湛
水
を
実
施
す
る
農
家
に
水

循
環
型
営
農
推
進
協
議
会（
熊
本
市
、
菊

陽
町
、
大
津
町
、
関
係
土
地
改
良
区
、
Ｊ

Ａ
菊
池
、
Ｊ
Ａ
熊
本
市
）が
協
力
し
て
助

成
を
行
い
ま
す
。
民
間
企
業
の
賛
同
も
あ

り
、
化
血
研
や
Ｊ
Ａ
熊
本
果
実
連
、
㈱
山

内
本
店
、
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ウ
エ
ス
ト
㈱
が

助
成
金
の
協
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ソ
ニ
ー
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
㈱
も
同
様
の
湛

水
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

水
循
環
型
営
農
推
進
協
議
会
は
、
農
家

へ
の
湛
水
事
業
の
推
進
や
水
管
理
の
指
導
、

環
境
保
全
型
農
業
の
推
進
を
図
り
、
今
後

も
コ
ス
ト
縮
減
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

協定

問 

農
政
課　

農
政
係　

☎（
２
３
２
）４
９
１
６

地
下
水
か
ん
養
量
を
増
や
す
水
田
湛
水
事
業
の
協
定
を
更
新

熊
本
都
市
圏
約
１
０
０
万
人
の
生
活
用
水
を
保
全

重
光
産
業
株
式
会
社
と「
工
場
立
地
に
関
す
る
協
定
」締
結

本
社
工
場
を
菊
陽
町
に
建
設

白
川
中
流
域（
菊
陽
町
・
大
津
町
）の
水
田
は
、
他
地
域
に
比
べ
約
５
〜
10
倍
も
水
が

地
下
に
染
み
込
み
や
す
く
、
地
下
水
の
質
や
量
を
育
て
る
「
か
ん
養
」
能
力
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
地
下
水
か
ん
養
量
を
増
や
す
た
め
、
白
川
中
流
域
で
の
水
田
湛
水（
水

張
り
）事
業
推
進
の
協
定
を
更
新
す
る
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

た
ん

キャロッピー

地
下
水
を
守
り
な
が
ら
、

き
れ
い
で
お
い
し
い　

に
ん
じ
ん
が
で
き
る
よ
♪

た
ん

株式会社愛歯　本社工場操業を開始しました
株式会社愛歯は、本社工場と研究開発施設を建設する計画で、平成22年６月に菊陽町原水地内
に約2.3ヘクタールの工場用地を取得し、同年８月に町と「工場等立地に関する協定」を締結
しました。そして昨年12月に工場と施設が完成し、１月６日から操業を開始しました。

発展する町と共に目標達成へ精進していく―

　「進歩と調和」を理念として、
創業以来35年間、人工臓器
としての入れ歯作りを志して
きました。同時に「歯科医療
を基軸とした経営」のもと、
「歯科医療への貢献と全社員
の物心両面の幸せ」を目指し
続けています。この思いに賛
同してくれる人財にも恵まれ、
現代の歯科技工技術の全てを提供するため、菊陽町へ
本社を移転するに至りました。
　歴史的遺産のもと、発展し続ける菊陽町と共にこれ
からも目標達成へ精進していきます。

代表取締役
高橋昌平さん

▲菊陽町原水に本社を移転した㈱愛歯

▲重光代表取締役（左）と大塚議長（中）と後藤町長

協定

問 

商
工
振
興
課　

商
工
振
興
係　

☎（
２
３
２
）２
１
６
５

　

町
は
重
光
産
業
株
式
会
社
と
１
月
23
日
、

菊
陽
町
議
会
大
塚
議
長
立
ち
会
い
の
も
と
、

「
工
場
立
地
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し

ま
し
た
。

　

ラ
ー
メ
ン
の
「
味
千
」
を
チ
ェ
ー
ン
展

開
す
る
同
社
は
、
国
内
に
約
１
０
０
店
舗
、

中
国
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
海
外
13
カ

国
・
地
域
で
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン

店
約
７
０
０
店
舗
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

同
社
は
、
菊
陽
町
辛
川
地
内
に
工
場
用

地
約
１
７
，
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
を
取

得
。
約
13
億
円
を
投
じ
、
本
社
工
場
を
移

転
・
建
設
す
る
も
の
で
、
麺
や
ス
ー
プ
、

中
華
点
心
な
ど
の
生
産
体
制
を
強
化
し
、

製
麺
能
力
を
現
工
場（
熊
本
市
東
区
戸
島

町
）の
約
３
倍
に
拡
大
し
ま
す
。

　

新
工
場
は
、
一
部
２
階
建
て
で
延
べ
床

面
積
は
約
４
，
５
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
。

４
月
に
着
工
し
、
来
年
２
月
の
操
業
開
始

を
目
指
し
ま
す
。

　

同
社
代
表
取
締
役
の
重
光
克
昭
さ
ん
は

協
定
後
、「
菊
陽
町
の
新
工
場
を
拠
点
と

し
、
熊
本
ラ
ー
メ
ン
を
世
界
に
広
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
後

藤
町
長
は
、「
熊
本
の
代
表
的
企
業
の
立

地
は
大
変
喜
ば
し
く
、
町
の
誇
り
に
な
り

ま
す
。
さ
ら
な
る
飛
躍
と
繁
栄
を
期
待
し

ま
す
」
と
期
待
を
込
め
ま
し
た
。
大
塚
議

長
は
「
立
地
が
地
域
経
済
の
起
爆
剤
に
な

る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
屋
号
の

『
味
千
』
が
示
す
と
お
り
、
フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ズ
チ
ェ
ー
ン
店
１
，
０
０
０
店
舗
の
早

期
実
現
を
祈
念
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

▲にんじんの作付け前に水を張られた菊陽町の水田 ▲にんじん畑

▲水田湛水を推進する協定を結び、固く握手する（左から）幸山熊本市長、後藤菊陽町長（水循環型
　営農推進協議会会長）、蒲島知事、家入大津町長、井手菊陽町副町長

　株式会社愛歯は、虫歯や歯周病などの歯の病気で「か
めない」「食事ができない」「人前で話せない」といった
不自由に苦しむ患者のために、さまざまな入れ歯を作っ
ています。これは単に物をかむだけの道具ではなく、食
やコミュニケーションにより健康で豊かな人生を送るた
めのかけがえのない人工臓器ともいえます。

■問い合わせ
　商工振興課　商工振興係　☎（232）2165


